
第 18図　菅野２号墳　石室平面・断面図、遺物出土状況図（1:50、1:10）
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第 19図　菅野２号墳　石室実測図（1:40）
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第 20図　菅野２号墳　石室使用石材図（1:40）
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第21図　菅野３号墳　墳丘実測図（1:100）
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23図　菅野 号墳　 図 遺物出土状況図（ ）
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24図　菅野 号墳　 図（ ）
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26図　菅野４号墳　 図 図（ ）
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27図　菅野４号墳　 図 遺物出土状況図（ ）
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28図　菅野４号墳　 図（ ）
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第 30図　菅野６号墳　墳丘実測図、遺構平面・断面図（1:100、1:40、1:20）
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第 31図　出土遺物実測図①（1:4）
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第 32図　出土遺物実測図②　（1:4、1:2）
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第 33図　出土遺物実測図③　（1:4、1:2）
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長径 短径 深さ

ＳＨ７ ８ 4.8 0.3

0.2

1.5

1.8 0.8８

以上
古墳時代 5、6、9

ＳＨ８ 古墳時代
7、8、
87

第２表　竪穴住居一覧表

長径 短径 深さ

ＳＫ１ ９

９

10

10

10

10

10

９

10

1.7

1.1

0.6

1.7

1.1

0.6

0.25

0.2

0.15

13.0

10.6

7.0

4.8

3.5

2.9

4.4

2.0

0.1

0.3

0.35

0.25

0.2

0.15

3.1

1.8

1.6

1.5

5.6

1.5

4.5

以上
弥生時代 1～4

ＳＫ９
以上 以上

― ―

ＳＫ10 ― ―

ＳＫ11 ― ―

ＳＫ13 ― ―

ＳＫ14 ― ―

第３表　土坑一覧表

長さ 幅 深さ

ＳＤ12 ― ―

ＳＤ15
以上

中世 ―

ＳＤ16 ― ―

第４表　溝一覧表

長径 短径

１号墳 11～16 15.0

14.0

10.0

6.0

12.5

14.0

10.0

6.0

方墳 中央に排水溝あり 7世紀末

土師器壺・杯・
椀・鉢、須恵器壺
・瓶・甕、山茶碗、
鉄製品

10～23

２号墳 17～20
円墳又
は
方墳

10.0？ 10.0？ 礫床あり 7世紀前半
土師器壺・椀、耳
環、鉄製品、石器

24～
33、85

３号墳 21～24 円墳？ 12.0？ 12.0？
天井石の落下、
礫床あり

7世紀前半

須恵器提瓶・短頸
壺、勾玉、ガラス
小玉、土玉、管玉、
鉄製品、耳環

34～62

４号墳 25～28

29

30

円墳 天井石の落下 7世紀前半

須恵器杯蓋・壺・
杯身・　、土師器
椀、弥生土器壺・
甕、鉄製品

65～
79、
88～90

５号墳 円墳 奥壁部分のみ
7世紀
前半？

鉄製品 80～82

６号墳 円墳 墓坑のみ
7世紀

第3四半期
土師器椀、
須恵器平瓶

83、84

第５表　菅野古墳群一覧表

遺構
番号

挿図
番号

形状
規模(ｍ)

特記事項 時期

遺構
番号

挿図
番号

規模(ｍ)
時期

遺物
報告番号

遺構
番号

出土遺物

挿図
番号

規模(ｍ)
時期

鉄製品

出土遺物
遺物

報告番号

遺物
報告番号

出土遺物

遺物
報告番号

遺構
番号

挿図
番号

規模(ｍ)
時期

特記事項

横穴式石室
石室全体：長4.1、
最大幅1.15
墓道：長1.6、幅0.9

横穴式石室（胴張型）
石室全体：4.6
玄室：長3.3、最大幅1.02
羨道：長1.3、幅0.58

横穴式石室

横穴式石室（胴張型）
石室全体：5.16
玄室：長3.7、最大幅0.96
羨道：長1.46、幅0.55

内部主体

規模(ｍ)

横穴式石室
石室全体（推定）：5.3
最大幅1.2
羨道：長 不明、幅 不明

土師器甕・鍋・壺

土師器甕・鍋、須恵器杯身

出土遺物

弥生土器壺

鉄滓

特記事項

ＳＨ７より古

ＳＨ８より新

特記事項

43

第６表　遺物観察表１

口径 底径 器高

弥生土器
壺

外－ヨコハケ、剥離、磨滅、指オサ
エ？
内－ヨコハケ、剥離

粗(0.1～0.2㎜の
砂粒含む)

良
橙(7.5YR6/6)
黄褐(2.5Y5/4)

弥生土器
壺

粗(2～4㎜の砂粒
多く含む)

やや
良

にぶい黄橙
底10

SK1 SK内ｱｾﾞ上層
弥生土器
壺

外－指オサエ？、磨滅
内－磨滅

粗(1～2㎜の砂粒
含む)

良
橙(7.5YR7/6)
黒褐(2.5Y3/1)

底80

弥生土器
壺

外－磨滅
内－磨滅

粗(1～3㎜の砂粒
含む)

良
橙(7.5YR7/6)
黒褐(2.5Y3/1)

底10

須恵器
杯身

外－ロクロナデ
内－ロクロナデ

密 良 灰(10Y6/1) 口10

SH7 ｶﾏﾄﾞ
土師器
甕

外－剥離
内－剥離

粗(0.1～0.3㎜の
砂粒含む)

良 橙(5YR7/6) 口20

SH7 ｶﾏﾄﾞ周辺
土師器
鍋

外－ナデ、ハケメ
内－板ナデ、ハケメ

やや粗(0.1～0.3
㎜の砂粒含む)

良
明黄褐

SH8 貯蔵穴
土師器
甕

外－ハケメ、ケズリ、磨滅
内－ハケメ、ナデ

やや粗(1～3㎜の
砂粒含む)

良
にぶい黄橙

外側と内側にスス付着

SH8 貯蔵穴
土師器
鍋

外－Ｘ型ヘラ記号、磨滅
内－磨滅

やや粗(1～2㎜の
砂粒含む)

良 橙(7.5YR6/6) 外側底面にスス付着

1号墳 盗掘坑か
き出し土層

土師器
壺蓋

外－ナデのちヘラミガキ、剥離
内－放射状暗文、螺旋状暗文

密 良
明赤褐

1号墳 床面上
土師器
杯

外－ヨコナデ、ヨコナデのちヘラミ
ガキ
内－ヨコナデ、放射状暗文

密 良
明赤褐

1号墳 盗掘坑か
き出し土層

土師器
杯

外－ヨコナデ、剥離、Ｘ型ヘラ記号
内－ヨコナデのち放射状暗文

密 良 橙(5YR6/8)

1号墳 盗掘坑か
き出し土層

土師器
椀

外－ヨコナデ、剥離
内－磨滅

密 良 橙(7.5YR7/6) 外側、朱彩あり

1号墳 玄室内 奥
壁付近 床面上

土師器
大型鉢

外－ヘラケズリ、ナデのちヘラミガ
キ
内－放射状暗文、螺旋状暗文

密 良 明赤褐(5YR5/8)

1号墳 周溝 埋土
下層

須恵器
壺

外－波状文、沈線
内－ロクロナデ

密(0.5㎜の砂粒
含む)

良 灰白(5Y7/2) 報16と同一個体

1号墳 周溝埋土
須恵器
壺

外－波状文、沈線、刺突文
内－ロクロナデ

密(0.5㎜の砂粒
含む)

良 灰白(5Y7/2) 報15と同一個体

K5・
K6・J6

1号墳 表土下
須恵器
壺

外－ロクロナデ、ロクロケズリ、ヘ
ラ切り、磨滅
内－ロクロナデ

やや粗(0.5～1㎜
の砂粒含む)

良 灰白(5Y7/1)

1号墳 床
須恵器
壺

外－磨滅 密 良 灰白(5Y7/2)

J5・
J6・K6

1号墳 埋土上層
盗掘坑かき出し
土層

須恵器
甕

外－波状文、沈線
内－ロクロナデ

密 良 灰黄(2.5Y7/2) 口20 外側に自然釉かかる

1号墳 玄室内 南
寄り 床

須恵器
台付提瓶

外－ロクロナデ、貼付高台、ロクロ
ケズリ、カキメ
内－ロクロナデ

やや粗(1～2㎜の
砂粒含む)

良
灰黄(2.5Y7/2)
暗赤褐(5YR3/2)

外側に自然釉かかる

1号墳 埋土上層
盗掘坑かき出し
土層

須恵器
平瓶

内－ロクロナデ、円盤貼付、剥離
やや粗(0.1～0.3
㎜の砂粒含む)

良
灰黄(2.5Y7/2)

外側に自然釉かかる

1号墳 墳丘盛土
中

陶器
山茶碗

外－ロクロナデ、貼付高台、糸切
痕、磨滅
内－ロクロナデ

密 良 灰黄(2.5Y7/2)
内側高台付着部分に自然
釉かかる

1号墳 周溝東側
黒色土 上面

鉄製品
釘か

2片に分かれている
中世か
重量:43ｇ

2号墳 玄室内
土師器
壺

外－ヨコナデ、ハケメ
内－ハケメ

やや粗(1～2.5㎜
の砂粒含む)

良 橙(7.5YR6/6)

2号墳 玄室中央
部

土師器
椀

外－磨滅
内－磨滅

粗(1.5～2.5㎜の
砂粒多く含む)

良
黄灰(2.5Y6/1)
浅黄(2.5Y7/4)

2号墳 玄室～羨
道境部上層

銅製品
耳環

やや金色がかっ
た銀色

完存

表裏数箇所に青緑色の錆
付着
銀張残る
TK43～209
重量:7ｇ

2号墳 玄室内
鉄製品
刀子

有機物付着
重量:8ｇ

2号墳 玄室内
鉄製品
刀子等か

有機物布付着
重量:2ｇ

2号墳 玄室内
鉄製品
刀子

重量:2ｇ

2号墳 玄室内
鉄製品
鏃

重量:16ｇ

2号墳 玄室内
鉄製品
鏃

棘状関(TK43以降)
有機物付着
重量:3ｇ

2号墳 玄室内
鉄製品
長頸鏃の
頸部か

重量:2ｇ

残存
度(%)

備考
報告
番号

実測
番号

出土
位置

出土遺構 器種 焼成 色調
測定値(㎝)

胎土

残存長×幅×厚
3.8×1.0×0.3

残存長×幅×厚
2.2×0.5×0.2

調整技法の特徴

残存長×幅×厚
13.7×0.9×0.8

残存長×幅×厚
6.1×1.5×0.5

残存長×幅×厚
2.6×0.9×0.2

残存長×幅×厚
3.0×1.2×0.3

残存長×幅×厚
4.2×3.1×0.5

直径2.3×2.6
断面径約0.6

1

2

3

14-2

14-4 6.0

6.0

17-3 SK1

SK1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

14-3 SK1

22-1 h22 SH7

14-1 h21

15-1

16-3

h21

J5

11.2

11.2

27.5

16-2

20-1

H5-5521-1

J5-518-2

13 J5・J6

I7

18-1

14 19-1

15 10-2

I7

I6-2

16 10-3

17 10-5

18 10-4

I520

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

1-1

J5・J6

n27

13-1

11-1

9-6

17-4

n2718-4

o279-9

n27

n27

6-8

8-10

6-10

n279-8

n276-9

8-9

19 11-2

15.5 7.9

20

22

15 5.1

8.1

23.5

4.45

7.6

12.6

33.3

28.6

10.5

11.1

7.8

6.85

20

30

60

50

90

10

30

10

30

10

10

70

10

90

10

10

80

60

(10YR7/6,6/6)

(10YR6/4)

(2.5YR5/6)

(2.5YR5/6)

灰ｵﾘｰﾌﾞ
（7.5Y5/3）
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口径 底径 器高

残存
度(%)

備考
報告
番号

実測
番号

出土
位置

出土遺構 器種 焼成 色調
測定値(㎝)

胎土調整技法の特徴

2号墳 玄室内
鉄製品
鏃か

2片に分かれている
重量:6ｇ

3号墳 玄室内
須恵器
提瓶

外－ロクロナデ、ボタン状浮文、カ
キメ、ロクロケズリ
内－ロクロナデ

やや粗(1～2㎜の
砂粒含む)

良 灰(N5/)

3号墳 玄室内 床
須恵器
短頸壺

密(0.5～1㎜の砂
粒含む)

良 灰(5Y6/1)

3号墳 玄室内 勾玉
長

孔径
厚 明黄褐

(10YR6/6)
完形

メノウ製
重量:1g

3号墳 玄室内
ガラス製
小玉

径 孔径
厚

青 完形 重量:1g

3号墳 玄室内
ガラス製
小玉

径 孔径
厚

黄(5Y8/6) 完形 重量:1g

3号墳 玄室内
ガラス製
小玉

径 孔径 厚
黄(5Y8/6)

欠損
あり

重量:1g

3号墳 玄室内
土製
土玉

径
孔径 厚

橙(7.5YR6/6)
2片に分かれている
重量:1ｇ

3号墳 玄室内
土製
土玉

径 孔径
厚

淡黄(2.5Y8/4) 完形 重量:1g

3号墳 玄室内 床
土製
土玉

径 孔径 厚
橙(5YR6/8) 完形 重量:1g

3号墳 玄室内 南
端

土製
土玉

径
孔径 厚

橙(5YR6/8) 完形 重量:1g

3号墳 玄室内
土製
土玉

径 孔径
厚

浅黄(2.5Y7/3) 完形 重量:1g

3号墳 玄室内
土製
土玉

径
孔径
0.1～
0.15

厚
黒(N2/) 完形 重量:1g

3号墳 玄室内
土製
土玉

径
孔径 厚

オリーブ黒 欠損
あり

重量:1g

3号墳 玄室内
土製
土玉

径 孔径
厚

オリーブ黒
完形 重量:1g

3号墳 玄室内
羨道付近

菅玉
径

孔径
長

深緑
欠損
あり

重量:5g

3号墳 玄室内 菅玉
径

孔径
長

深緑
欠損
あり

重量:6g

3号墳 玄室内
銅製品
耳環

やや黒味がかっ
た銀色

表面かなり剥離
表裏数箇所に青緑色の錆
付着
銀張がかなり残る
TK209～217(古)
重量:17ｇ

3号墳 玄室内
鉄製品
刀子

重量:4ｇ

3号墳 玄室内 中
央床

鉄製品
刀子

重量:2ｇ

3号墳 玄室内
鉄製品
小刀等の
茎付近

有機質付着(鹿角か？)
重量:10ｇ

3号墳 玄室内 床
鉄製品
刀子

重量:3ｇ

3号墳 玄室内
鉄製品
刀子か鏃
の切先

重量:2ｇ

3号墳 玄室内
鉄製品
刀子か鏃

切先に近い部分
重量:1ｇ

3号墳 玄室内
鉄製品
鏃身か

片刃
重量:4ｇ

3号墳 玄室内 床 鉄製品 鏃
関は左右非対称
重量:5ｇ

3号墳 玄室内
鉄製品
鏃の茎の
先端か

重量:1ｇ

3号墳 玄室内 床
鉄製品
鏃

折り曲げ鉄鏃(TK43～

棘状関(TK43以降)
有機物付着
重量:12ｇ

3号墳 畑地境溝
東肩

鉄製品
不明品

中世の釘の可能性あり
重量:6ｇ

1～3
3号墳 玄室内

鉄製品
小刀

木質部分あり
布状の有機物付着
重量:30ｇ(刃)・5ｇ
(茎)・6ｇ(茎)

残存長×幅×厚
3.2×0.4×0.3

残存長×幅×厚
7.1×1.1×0.3

残存長×幅×厚
3.1×1.0×0.5

残存長×幅×厚
1.7×0.9×0.6

残存長×幅×厚
5.7×1.3×0.7

残存長×幅×厚
3.6×1.7×0.4

残存長×幅×厚
2.6×0.9×0.3

残存長×幅×厚
2.6×0.9×0.3

残存長×幅×厚
3.1×1.2×0.3

残存長×幅×厚
1.8×0.4×0.2

残存長×幅×厚
11.8×0.7×0.4

残存長×幅×厚
17.4×2.4×0.8(刃)

2.7×1.8(茎)
5.8×0.8×0.4(茎)

直径2.7×3.0
断面径0.6×0.9

残存長×幅×厚
7.4×1.3×0.4

第６表　遺物観察表２

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62 o30

o30

o30

p30

5-

9-2

5-7

6-4

o308-4

o305-5

o305-11

o305-10

o305-8

o305-9

o306-2

o306-1

o309-10

o304-5

o304-6

o304-12

o304-14

o304-7

o304-3

o304-9

o304-10

o304-11

o304-15

o304-8

o304-1

o304-2

o304-4

o303-1

o303-2 6.2 18.05 85

80

90

9.9 8.3

1.6 0.6

0.55 0.1

0.5

0.9

0.1

0.85 0.2

0.9

0.9

0.25

0.8

0.6

0.7

0.7

0.89

1.0 2.4

2.15

0.19

0.6

0.25

1.05

0.25

7-11

0.28～
0.12

0.28～
0.25

0.2～
0.25

0.3～
0.35

0.8～
0.85

0.8～
0.9

0.3～
0.11

1.0～
1.1

0.72～
0.82

0.11～
0.13

0.46～
0.5

0.5～
0.6

0.23～
0.1

0.25～
0.15
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口径 底径 器高

残存
度(%)

備考
報告
番号

実測
番号

出土
位置

出土遺構 器種 焼成 色調
測定値(㎝)

胎土調整技法の特徴

4号墳 羨通入口
東壁 床

須恵器
杯蓋

外－ロクロナデ、ロクロケズリ
内－ロクロナデ

やや粗(1～1.5㎜
の砂粒含む)

良 灰(5Y6/1)

4号墳 墓道開口
部

須恵器
杯身

外－ロクロナデ、ロクロケズリ
内－ロクロナデ

やや粗(0.5～2㎜
の砂粒含む)

良 灰(5Y6/1)

4号墳 石室内下
層(北）

須恵器
短頸壺蓋

外－ロクロナデ、ロクロケズリ
内－ロクロナデ

やや粗(1.5～2㎜
の砂粒含む)

良 灰(5Y5/1)

4号墳 玄室内奥
壁付近 底部

須恵器
短頸壺

外－ロクロナデ、ロクロケズリ
内－ロクロナデ

やや粗(1.5～2㎜
の砂粒含む)

良 灰(5Y6/1) 内側焼きぶくれあり

4号墳 玄室内奥
壁付近 底部

須恵器
短頸壺蓋

外－ロクロナデ、ロクロケズリ
内－ロクロナデ

やや粗(1～2㎜の
砂粒含む)

良 灰(5Y6/1)

4号墳 玄室内奥
壁付近 底部

須恵器
短頸壺

外－ロクロナデ、ロクロケズリ
内－ロクロナデ

やや粗(0.5～2㎜
の砂粒含む)

良 灰(10Y6/1)

4号墳 玄室内 上
層(最上石ﾚﾍﾞﾙ)

須恵器
壺

外－波状文、ロクロナデ、ロクロケ
ズリ
内－ロクロナデ

やや粗(0.2～0.3
㎜の砂粒含む)

良
灰(5Y5/1)
ｵﾘｰﾌﾞ黒
(10Y3/1)

外側に自然釉かかる

4号墳 周溝
須恵器 外－ロクロナデ、沈線

内－ロクロナデ
やや粗(0.2～0.3
㎜の砂粒含む)

良
暗灰(N3/)
灰(10Y5/1)

4号墳 玄室内奥
壁付近 底部

土師器
椀

外－ナデ、オサエ、剥離
内－ナデ

粗(1～4㎜の砂粒
多く含む)

良 黄橙(7.5YR7/8) 外面に接合痕

4号墳 玄室内
鉄製品
刀子

重量:7ｇ

4号墳 玄室内
鉄製品
刀子等の
茎か

重量:2ｇ

4号墳 玄室内 床
通上

鉄製品
刀子

重量:2ｇ

4号墳 玄室内 奥
壁付近 底部

鉄製品
鏃

棘状関(TK43以降)
重量:8ｇ

4号墳 石室内 下
層(北東)

鉄製品
鏃の頸部
か

サビぶくれにより形状不
明
重量:5ｇ

4号墳 墓道
鉄製品
鏃

棘状関
重量:4ｇ

4号墳 石室内 底
部(北東)

鉄製品
鏃

関形状不明
桜のカバ巻き
重量:2ｇ

4号墳 石室内(北
東)

鉄製品
釘

残存長
断面直
径

中の穴
直径

中世
重量:2ｇ

5号墳 床10㎝上
鉄製品
刀子

重量:1ｇ

5号墳 掘方埋土
鉄製品
不明品

重量:1ｇ

5号墳 床10㎝上
鉄製品
鏃

棘状関(TK43以降)
重量:6ｇ

6号墳 主体部北
隅 床

土師器
椀

外－ケズリ、磨滅
内－磨滅

粗(0.2～0.5㎜の
砂粒多く含む)

良
明黄褐
(10YR6/6)

外面に接合痕

6号墳 主体部北
隅 床

須恵器
平瓶

外－ロクロナデ、ロクロケズリ、貼
付文(ボタン状)
内－ロクロナデ、円盤貼付

やや粗(0.5～1㎜
の砂粒含む)

良
灰黄(2.5Y7/2)
灰(7.5Y4/1)

内側焼きぶくれあり

2号墳 墓道床土
石製品
ﾅｲﾌ形石器

長 幅 厚 石材:サヌカイト
重量:14g

東区 北東部付近 
ﾋﾟｯﾄ上層部

弥生土器
壺

外－横貝殻条痕
やや粗(0.2～0.3
㎜の砂粒含む)

良 橙(7.5YR6/8) 口10

弥生土器
壺

外－磨滅
内－磨滅、剥離

やや密(1㎜程度
の砂粒少し含む)

良
にぶい黄橙
(10YR7/4)

口10

4号墳 包含層 周
溝西ｱｾﾞ

弥生土器
壺

外－磨滅
内－磨滅

やや粗(0.5～3㎜
の砂粒多く含む)

良
にぶい黄褐
(10YR5/4)
橙(5YR6/6)

底30

4号墳 包含層 東
区 周溝北埋土

弥生土器
壺

外－磨滅
内－磨滅

粗(1～3㎜の砂粒
多く含む)

良
黄灰(2.5Y4/1)
にぶい黄橙
(10YR7/4)

底60

4号墳 包含層 墳
丘の畑境界溝西
下層

弥生土器
甕

外－剥離、磨滅
内－磨滅

やや粗(1～3㎜の
砂粒多く含む)

良
橙(7.5YR7/6)
黄褐(2.5Y5/4)

底70

東区 包含層
弥生土器
甕

外－磨滅、剥離
内－磨滅

粗(1.5～3㎜の砂
粒多く含む)

良
にぶい黄褐
(10YR5/4)

底30 底部に焼成後、穿孔

残存長×幅×厚
7.4×0.9×0.3

残存長×幅×厚
5.9×0.5×0.3

残存長×幅×厚
7.7×1.3×0.4

残存長×幅×厚
1.9×0.9×0.2

残存長×幅×厚
1.3×0.7×0.2

残存長×幅×厚
8.7×1.1×0.3

残存長×幅×厚
2.3×0.8×0.3

残存長×幅×厚
4.7×1.1×0.2

残存長×幅×厚
11.1×1.3×0.3

残存長×幅×厚
6.5×0.8×0.5

第６表　遺物観察表３

12

10.8

3.65 100

30

80

100

100

100

10

10

90

80

60

8.4 2.85

6.3 6.95

8.7 3.05

6.15 7.0

12.5

5.3
0.4 0.1

3.7

5.0

2-5 r34

64 2-6 t33

65

63

2-4 q34

66 2-1 q34

67 2-2 q34

68 2-3 q34

69 11-3 q34

70 12-1 r33

71 18-5

72 9-7

q34

73 8-8 q34

74 6-5 q34

75 6-6 q34

76 8-12 q34

77 8-3 r34

78 6-7 q34

79 8-5 r34

80 8-7 s38

81 9-1 s38

82 8-6 s38

83 18-3 f23

84 10-1 f23

85 4-13

86 16-1

87 17-2 SH8

o27

88 21-3 s33

89 21-4 s35

90 21-2

91 17-1

s34

5.1

13.7

12.4

2.65

7.4

5.3

7.6

5.9

0.75
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(１)　はじめに

　四日市市に所在する菅野古墳群から出土した耳環２

点について、その材質を明らかにする為に以下の通り

成分分析を行った。その結果を報告する。

(２)　資料

　調査した資料は第７表に示す耳環２点である

（写真①～④）

出土位置No. 品名

耳環
全体に土付着。表面はやや黒味がかった銀白色と金色がかった銀
色がある。剥離部分に緑青が見られる

耳環
表面はやや金色がかった銀色の他にやや黒味がかった銀白色が見
られる。剥離部分に緑青

26

50

概要

第７表　資料表

（計測位置：　　箔　　芯）

①２号墳 No.26　耳環　 ②２号墳No.26　耳環Ｘ線画像
（90kV 1mA 1sec）

③３号墳No.50　耳環　 ④３号墳No.50　耳環Ｘ線画像
（90kV 1mA 1sec）

２号墳玄室～
羨道境部上層

３号墳玄室A区

Ⅲ　自然科学分析

47

(３)　方法

　資料の箔部分と芯部分の２か所で蛍光Ｘ線分析を行

い、元素を同定した。装置はＡＭＥＴＥＫ製のエネル

ギー分散型蛍光Ｘ線分析装置ＳＰＥＣＴＲＯ　ＭＩＤ

ＥＸ04を用いた。

(４)　分析結果

　成分分析結果のスペクトルを付す（図34～37）。第

８表に分析結果一覧を示すが、その数値はあくまで参

考にすぎない。結果からNo.26耳環（箔）は主元素の

銀（Ａｇ）と金（Ａｕ）、水銀（Ｈｇ）が、No.26耳

環（芯）は主元素の銅（Ｃｕ）と砒素（Ａｓ）の他

に、微量元素の鉛（Ｐｂ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）

が、No.50耳環（箔）は主元素の銀（Ａｇ）と金（Ａ

ｕ）、水銀（Ｈｇ）、銅（Ｃｕ）が、No.50耳環

（芯）は主元素の銅（Ｃｕ）と砒素（Ａｓ）の他に、

微量元素の鉄（Ｆｅ）、鉛（Ｐｂ）、銀（Ａｇ）、金

（Ａｕ）が検出されている。

(５)　考察 

　検出結果と得られたＸ線画像から、No.26とNo.50耳

環の箔部分は、開口部端部のＸ線画像に膜ないし薄板

の折込みが確認できる事と、金、水銀が検出されてい

る事から銀板巻に金鍍金が施されたと推察される。

No.26とNo.50耳環の芯部分は、検出元素から銅製品と

考えられるが、湯通しを良くするために鋳造品に添加

されている事が多い含有割合が高い砒素や鉛ついての

由来は不明である。金、銀については箔からの影響と

考えられる。

　以上の事からNo.26とNo.50耳環は銅芯銀板巻金鍍金

の耳環であったと考えられる。

（吉田生物研究所）

第８表　結果表

元素

Ｆｅ

Ｃｕ

Ａｓ

Ａｇ

Ａｕ

Ｈｇ

Ｐｂ

No.26 箔 (wt％)

82.07

10.21

4.80

No.26 芯 (wt％)

76.16

14.15

1.45

0.48

3.89

No.50 芯 (wt％)

2.04

57.66

28.08

2.06

0.99

3.79

No.50 箔 (wt％)

3.14

87.48

4.97

2.50
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34図　 図 　No.26　

35図　 図 　No.26　

49

36図　 図 　No.50　

37図　 図 　No.50　
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Ⅳ　結語

(１)　菅野遺跡の範囲と遺構について

 今回の調査で、菅野遺跡が平成12年に実施された第

１次調査で把握されていた範囲から大きく西側の丘陵

上まで広がることを確認した（註１）。試掘調査の結果

に基づいて菅野１号墳からみて北西側の一帯を調査し

たところ、弥生土器片が多数検出された。しかし、明

確に当該期のものと考えられる遺構は確認できなかっ

た。菅野１号墳の墳丘下に残っていた旧表土とその下

の弥生期の包含層の厚さから考えると、現在までに相

当な量の土砂が流失していると考えられ、それに伴っ

て遺構も多くが滅失してしまった可能性がある。遺物

から見ると丘陵上と丘陵下のものはいずれも弥生時代

中期のものと考えられ、特に時期的な違いは見られな

いことから、この頃の集落は高所と低所に分かれて居

住、または移動した可能性がある。

　弥生時代の集落が廃絶したのち、古墳時代後期７世

紀前半になって古墳群が営まれる。第１次調査では古

墳時代の遺構は掘立柱建物を１棟検出しているのみで

あったが、今回の調査では、古墳群と同時期のものと

考えられる竪穴住居ＳＨ７とその建て替えと考えられ

るＳＨ８を検出している。ここから出土した須恵器は

古墳群と同時期のものであり、古墳と住居が併存して

いた可能性がある。

　古代以降については、今回の調査では生活の痕跡を

思わせるような遺構および遺物は、第１次調査時と同

様に確認されなかった。

(２)　各古墳の築造時期について

 今回の発掘調査では、調査前に確認されていた菅野

１号墳に加え、２～６号墳を新たに検出し、調査を

行った。各古墳から出土した遺物により、古墳群の築

造時期が推定できるので、ここで改めてまとめておく。

　菅野１号墳からは、土師器杯Ａ・大型鉢・壺蓋、須

恵器台付提瓶・壺・平瓶・甕が出土し、これらはいず

れも７世紀末頃のものと考えられる（註２）。１号墳は

四日市市内で確認された横穴式石室墳としては最も新

しい時期にあたるものと思われる。

　菅野２号墳は、石室の遺存状態が著しく悪く、遺物

は土師器甕・椀、耳環が出土したのみで遺物から築造

時期を明確にしがたい。３号墳と一部周溝を共有し、土

層観察では前後関係が見られなかったことからすれば、

後述する３号墳と近い時期ではないかと考えられる。

　菅野３号墳からは、須恵器提瓶・短頸壺、玉類、小

刀が出土している。須恵器短頸壺は猿投窯産と推定さ

れ、Ｈ44号窯型式頃のものである。従って、７世紀前

半の築造と推定できる。

　菅野４号墳からは、須恵器杯・杯蓋・短頸壺・壺

蓋、釘が出土している。須恵器杯はＨ44号窯型式頃の

ものであるが、これは石室内ではなく墓道埋土中から

の出土であるため、混入の可能性を排除できないが、

石室の規模や構造が３号墳と類似することから、７世

紀前半の築造と判断したい。

　菅野５号墳については、周溝の他は主体部を部分的

に調査したのみで、主体部も殆どの石室石材が抜き取

られており、遺存状態が悪い。遺物は須恵器片と鉄鏃

が出土したのみで時期は明確にしがたい。４号墳と一

部周溝を共有し、土層観察では前後関係が見られな

かったことからすれば、３・４号墳と近い頃の築造で

はないかと考えられる。

　菅野６号墳は、調査した６基のうちで唯一石室を有

しないものである。主体部から出土した遺物は須恵器

平瓶と土師器椀があり、須恵器平瓶がＩ17号窯型式頃

のものであることから、７世紀第３四半期頃の築造と

考えられる。

　以上のことから、菅野古墳群は２～５号墳が７世紀

前半、６号墳が７世紀第３四半期、１号墳が７世紀末

に築造されたと考えられる。

(３)　菅野古墳群の石室石材について

　菅野古墳群の中で最も新しい時期とされる１号墳の

石室は、白色の花崗岩を主用している（註３）。これは

石室石材が黒ないし鼠色のホルンフェルスを主体とす

る７世紀前半頃の菅野２～４号墳に対して、占地や石

室構築において隔絶があるように思われる。また、使

用石材の採取想定地を確認するため古墳群近傍を流れ

る内部川上流部を調査したところ、あくまでも現状の

河床であるが、１号墳側壁と同程度の１ｍ弱の花崗岩

円礫・亜角礫は約８㎞遡った辺りでなければ見られな

かった。天井石も花崗岩であったと仮定すると、さら

に上流から搬送する必要がある。３号墳・４号墳の側

壁使用石材の数十センチ級のホルンフェルス円礫・亜

角礫はそこまで遡上しなくても確認できたので、石室

用材の入手にかかる労力も明らかに大きいと言えよう。

(４)　周辺古墳群の築造時期について

　菅野古墳群の近隣には、古くから知られるもののほ

か、今回の太陽光発電所建設に伴う分布調査で新たに

確認された古墳群がある。これらについて、確認のた

めに記載しておく。

　菅野古墳群の東側の谷を挟んだ丘陵上には４基から

なる山川古墳群がある（註４）。２・３号墳は平成10・

11年度に発掘調査を行っており、４号墳は今回の開発

に伴う分布調査で新たに確認したものである。山川２

号墳は削平が著しいが、方墳でおそらく石室は有して

おらず、周溝から出土した須恵器により、６世紀中頃

から７世紀前半の築造と考えられている。立地は南向

きの緩斜面の中央に位置し、墳形は当地において少数

である方墳であるといった点は菅野１号墳と共通す

る。山川２号墳から約15ｍ東に築造された山川３号墳

は方墳で、内部主体は木棺直葬であり、遺物は土師器

杯Ａと須恵器長頸壺、鉄釘が出土している。出土遺物

から築造は８世紀初頭とされている。周辺古墳の築造

時期から推測すると、菅野１号墳と近い時期である可

能性を指摘しておきたい。

　菅野古墳群の西方約250ｍには、５基からなる荒起

古墳群がある。これは今回の開発に伴う分布調査で新

たに確認したものである。１号墳は直径11ｍの円墳

で、腰高の墳丘をもち、横穴式石室を有する可能性が

ある。２～５号墳は１号墳の周囲にあり、低墳丘のも

のである。詳細な時期が分かる遺物はないが、立地か

ら菅野古墳群の２～４号墳などと近い時期に造営され

た可能性がある。

(５)　おわりに

　今回の報告書刊行にあたっては、事実報告を述べる

ことに努めるため、調査成果から見えてくる様々な課

題点や意義については十分に踏み込めなかった点も多

く残っている。例えば菅野遺跡では第１次調査時から

確認されている弥生時代中期から古墳時代にかけての

集落形態の変遷について、明確にできる資料は見られ

なかった。また菅野古墳群については、古墳の立地論

に加えて、谷を挟んだ東に位置する山川古墳群との関

係性、また分布調査によって発見された荒起古墳群と

の関係性など、検討するべきことは多い。今後も菅野

遺跡・菅野古墳群をめぐる検討を続けながら、地域に

根差した歴史の掘り起こしを目指していきたい。また

今後、調査で得られた歴史的財産を公開・活用する機

会を設け、広く市民の方々への周知に努めていきたい。

（（１）～（４）山本・（５）堀内）

【註】

１．『四日市市埋蔵文化財発掘調査報告書27：菅野遺

　　跡』2001　四日市市教育委員会

２.（２）における土器類の年代観については三重県

　　埋蔵文化財センターの水橋公恵氏に実見いただい

　　た所見による。

３.（３）における石室石材は三重県総合博物館の津

　　村善博氏の鑑定によるものである。

４.『四日市市埋蔵文化財発掘調査報告書24：山川遺

　　跡・山川古墳群』2000　四日市市教育委員会

(１)　菅野遺跡の範囲と遺構について

 今回の調査で、菅野遺跡が平成12年に実施された第

１次調査で把握されていた範囲から大きく西側の丘陵

上まで広がることを確認した（註１）。試掘調査の結果

に基づいて菅野１号墳からみて北西側の一帯を調査し

たところ、弥生土器片が多数検出された。しかし、明

確に当該期のものと考えられる遺構は確認できなかっ

た。菅野１号墳の墳丘下に残っていた旧表土とその下

の弥生期の包含層の厚さから考えると、現在までに相

当な量の土砂が流失していると考えられ、それに伴っ

て遺構も多くが滅失してしまった可能性がある。遺物

から見ると丘陵上と丘陵下のものはいずれも弥生時代

中期のものと考えられ、特に時期的な違いは見られな

いことから、この頃の集落は高所と低所に分かれて居

住、または移動した可能性がある。

　弥生時代の集落が廃絶したのち、古墳時代後期７世

紀前半になって古墳群が営まれる。第１次調査では古

墳時代の遺構は掘立柱建物を１棟検出しているのみで

あったが、今回の調査では、古墳群と同時期のものと

考えられる竪穴住居ＳＨ７とその建て替えと考えられ

るＳＨ８を検出している。ここから出土した須恵器は

古墳群と同時期のものであり、古墳と住居が併存して

いた可能性がある。

　古代以降については、今回の調査では生活の痕跡を

思わせるような遺構および遺物は、第１次調査時と同

様に確認されなかった。

(２)　各古墳の築造時期について

 今回の発掘調査では、調査前に確認されていた菅野

１号墳に加え、２～６号墳を新たに検出し、調査を

行った。各古墳から出土した遺物により、古墳群の築

造時期が推定できるので、ここで改めてまとめておく。

　菅野１号墳からは、土師器杯Ａ・大型鉢・壺蓋、須

恵器台付提瓶・壺・平瓶・甕が出土し、これらはいず

れも７世紀末頃のものと考えられる（註２）。１号墳は

四日市市内で確認された横穴式石室墳としては最も新

しい時期にあたるものと思われる。

　菅野２号墳は、石室の遺存状態が著しく悪く、遺物

は土師器甕・椀、耳環が出土したのみで遺物から築造

時期を明確にしがたい。３号墳と一部周溝を共有し、土

層観察では前後関係が見られなかったことからすれば、

後述する３号墳と近い時期ではないかと考えられる。

　菅野３号墳からは、須恵器提瓶・短頸壺、玉類、小

刀が出土している。須恵器短頸壺は猿投窯産と推定さ

れ、Ｈ44号窯型式頃のものである。従って、７世紀前

半の築造と推定できる。

　菅野４号墳からは、須恵器杯・杯蓋・短頸壺・壺

蓋、釘が出土している。須恵器杯はＨ44号窯型式頃の

ものであるが、これは石室内ではなく墓道埋土中から

の出土であるため、混入の可能性を排除できないが、

石室の規模や構造が３号墳と類似することから、７世

紀前半の築造と判断したい。

　菅野５号墳については、周溝の他は主体部を部分的

に調査したのみで、主体部も殆どの石室石材が抜き取

られており、遺存状態が悪い。遺物は須恵器片と鉄鏃

が出土したのみで時期は明確にしがたい。４号墳と一

部周溝を共有し、土層観察では前後関係が見られな

かったことからすれば、３・４号墳と近い頃の築造で

はないかと考えられる。

　菅野６号墳は、調査した６基のうちで唯一石室を有

しないものである。主体部から出土した遺物は須恵器

平瓶と土師器椀があり、須恵器平瓶がＩ17号窯型式頃

のものであることから、７世紀第３四半期頃の築造と

考えられる。

　以上のことから、菅野古墳群は２～５号墳が７世紀

前半、６号墳が７世紀第３四半期、１号墳が７世紀末

に築造されたと考えられる。

(３)　菅野古墳群の石室石材について

　菅野古墳群の中で最も新しい時期とされる１号墳の

石室は、白色の花崗岩を主用している（註３）。これは

石室石材が黒ないし鼠色のホルンフェルスを主体とす

る７世紀前半頃の菅野２～４号墳に対して、占地や石

室構築において隔絶があるように思われる。また、使

用石材の採取想定地を確認するため古墳群近傍を流れ

る内部川上流部を調査したところ、あくまでも現状の

河床であるが、１号墳側壁と同程度の１ｍ弱の花崗岩

円礫・亜角礫は約８㎞遡った辺りでなければ見られな

かった。天井石も花崗岩であったと仮定すると、さら

に上流から搬送する必要がある。３号墳・４号墳の側

壁使用石材の数十センチ級のホルンフェルス円礫・亜

角礫はそこまで遡上しなくても確認できたので、石室

用材の入手にかかる労力も明らかに大きいと言えよう。

(４)　周辺古墳群の築造時期について

　菅野古墳群の近隣には、古くから知られるもののほ

か、今回の太陽光発電所建設に伴う分布調査で新たに

確認された古墳群がある。これらについて、確認のた

めに記載しておく。

　菅野古墳群の東側の谷を挟んだ丘陵上には４基から

なる山川古墳群がある（註４）。２・３号墳は平成10・

11年度に発掘調査を行っており、４号墳は今回の開発

に伴う分布調査で新たに確認したものである。山川２

号墳は削平が著しいが、方墳でおそらく石室は有して

おらず、周溝から出土した須恵器により、６世紀中頃

から７世紀前半の築造と考えられている。立地は南向

きの緩斜面の中央に位置し、墳形は当地において少数

である方墳であるといった点は菅野１号墳と共通す

る。山川２号墳から約15ｍ東に築造された山川３号墳

は方墳で、内部主体は木棺直葬であり、遺物は土師器

杯Ａと須恵器長頸壺、鉄釘が出土している。出土遺物

から築造は８世紀初頭とされている。周辺古墳の築造

時期から推測すると、菅野１号墳と近い時期である可

能性を指摘しておきたい。

　菅野古墳群の西方約250ｍには、５基からなる荒起

古墳群がある。これは今回の開発に伴う分布調査で新

たに確認したものである。１号墳は直径11ｍの円墳

で、腰高の墳丘をもち、横穴式石室を有する可能性が

ある。２～５号墳は１号墳の周囲にあり、低墳丘のも

のである。詳細な時期が分かる遺物はないが、立地か

ら菅野古墳群の２～４号墳などと近い時期に造営され

た可能性がある。

(５)　おわりに

　今回の報告書刊行にあたっては、事実報告を述べる

ことに努めるため、調査成果から見えてくる様々な課

題点や意義については十分に踏み込めなかった点も多

く残っている。例えば菅野遺跡では第１次調査時から

確認されている弥生時代中期から古墳時代にかけての

集落形態の変遷について、明確にできる資料は見られ

なかった。また菅野古墳群については、古墳の立地論

に加えて、谷を挟んだ東に位置する山川古墳群との関

係性、また分布調査によって発見された荒起古墳群と

の関係性など、検討するべきことは多い。今後も菅野

遺跡・菅野古墳群をめぐる検討を続けながら、地域に

根差した歴史の掘り起こしを目指していきたい。また

今後、調査で得られた歴史的財産を公開・活用する機

会を設け、広く市民の方々への周知に努めていきたい。

（（１）～（４）山本・（５）堀内）

【註】

１．『四日市市埋蔵文化財発掘調査報告書27：菅野遺

　　跡』2001　四日市市教育委員会

２.（２）における土器類の年代観については三重県

　　埋蔵文化財センターの水橋公恵氏に実見いただい

　　た所見による。

３.（３）における石室石材は三重県総合博物館の津

　　村善博氏の鑑定によるものである。

４.『四日市市埋蔵文化財発掘調査報告書24：山川遺

　　跡・山川古墳群』2000　四日市市教育委員会
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写真図版１

Ａ地区全景（北西から）

Ｂ地区全景（北西から）
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写真図版２

ＳＨ７（東から）

ＳＨ７　遺物出土状況（南から）
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写真図版３

菅野１号墳　主体部（南から）

菅野１号墳　石室中央東半土層断面（南から）
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写真図版４

菅野１号墳　出土状況１（西から）

菅野１号墳　出土状況２（南から）
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写真図版５

菅野２号墳　玄室（南から）

菅野３号墳　天井石撤去前（北から） 菅野３号墳　石室（南から）
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写真図版６

菅野４号墳　遺物出土状況

菅野４号墳　石室（北から） 菅野４号墳　石室（南西から）
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写真図版７

菅野５号墳　主体部（西から）

菅野５号墳　周溝断面（西から）
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写真図版８

菅野６号墳（南から）

菅野６号墳　遺物出土状況（南から）
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写真図版９
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24 ４号墳集合
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